
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出題例 問３（ウ） 方程式の文章題 

【入試対策】 
中１～３の学習内容において教科書レベルの例題や練習問題は確実に解けるようにしていこう！ 

また，数値が多少扱いづらく（分数や小数）なっても的確に解答を導き出す計算力も必要なので，普段

の授業から「Math Marathon」を通じ養っていこう！今後も出題の多様化が予想されるので、他府県
入試の応用問題にも数多く触れ、「総合的な数学の力」を入試までに身につけよう！ 

出題例 問２（エ） 不等式 【主な特徴】 

①大問数は例年通り７題だが，出題形式が

今年も変更され，問題数が増えた。 

②問題により難易度の差が激しい。特に，

関数と図形は難化。 

【出題形式】 
問１：計算問題(マークシート・5 問) 
例年通りの出題内容。基本的な計算問題ばかり

なので，ここは満点が絶対条件。 

問２：小問集合(マークシート・6 問) 
様々な分野からの出題。総合的な知識の確認問

題。今年は割合に関するものが出題されている

が，ここもすべて正解したい。 

問３：平面図形と文章題(記述・3 問)  
(ア)と(イ)はともに中３で学習する図形の問

題であるが，（ア）が簡単なのに対し，（イ）は超

難問。早めに諦めて次の問題に取り組むべき。

（ウ）は中１で学習する文章題だが，問題をよく

読まないと引っかかる。 

問４：関数(マークシート・2 問／記述・1 問) 
(ア)(イ)は基本的な問題。だが座標などの値が

ほとんど分数なので，きちんとした計算力が必

要とされる。(ウ)は今年も難易度高い。 

問５：確率(マークシート・1 問／記述・1 問) 
定番の「サイコロ 2個」の問題。だが，ルール

が難解なので，ルールを理解する読解力や作業

を効率よく行う能力が必要である。 

問６：空間図形(マークシート・2問／記述・1問) 
こちらも，３問とも定番の問題。ただし，(ウ)

の問題では補助線のひき方がひらめかないと，

正解するのは難しい。 

問７：証明(マークシート・1 問／記述・2 問) 
証明自体は劇的に易しくなったが，証明後の問

題では，新出の「特定の条件を考える問題」は図

形の性質をきちんと理解していないと正解はで

きない。(ウ)の長さの問題もやや難易度が高い。 

出題例 問５ 確率（問題文のみ） 


